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～箱膳から「ハコモノ」まで

吉田英敏さん（故人）の採集品は、旧
石器時代の遺物です。
石器は種類ごとに、大きく上下二段に
分けて、箱内に並べられていまし
た。これは、「研究者の目」によって分
類整理された結果であり、並べ方や順
序にも意味（意図）を強く感じます。

美濃加茂市民ミュージアムにある常設展示室
をWEB上で見られます。気軽に「ふらり」と
立ち寄って、気の向くままにページを開いて
みてください。そして、何かここで感じたこ
とがあれば、それを確かめにこの展示室や現
地を訪れてみてはいかがですか…

【ふらりと展示室】

美濃加茂地域を中心とすることがらを
事典形式で解説。

【美濃加茂事典】

Webでも楽しもう！文化の森

文化の森HP
http://www.forest.minokamo.gifu.jp/
→データベース→美濃加茂事典

文化の森HP http://www.forest.minokamo.gifu.jp/
→ふらりと展示室

JR美濃太田駅北口より乗車、「文化の森」下車
（乗車時間約10分）
※時刻表など詳しくは、あい愛バスのホーム
　ページをご覧下さい。　
　http://aiai-bus.com/
　

■交通
●鉄　道

●自動車
●あい愛バス

 JR名古屋駅から美濃太田駅まで
東海道本線・高山本線経由、
特急「ひだ」で約40分
美濃太田駅北口から徒歩約17分
東海環状自動車道美濃加茂ICから約5分

TEL

■ご利用のご案内
開館時間

休  館  日

9：00～17：00
（ただし、施設の貸出し利用は8：30～22：00まで）
月曜日
（ただし、祝日の場合は開館し、直後の平日休館）
年末年始

展覧会情報のほか、風景・アート・収蔵資料など、
みのかも文化の森の魅力を発信していきます。 6月  6日、13日、20日、27日　

7月  4日、11日、19日、25日　
8月  1日、   8日、15日、22日、29日
9月  5日、12日、20日、26日

【6･7･8･9 月の休館日】

7月19日、25日、8月 1日、8日、15日、22日

●会   期

●会   場 ●観覧料企画展示室  美術工芸展示室ほか 無料

研修室

　8月  6 日（土）
  10:30-13:00

参加料：500 円

参加料：各回 100 円 対象：年長から中学生まで

会期

会場
観覧無料

まゆの家（生活体験館）・民具展示館

蚕とまゆ展

 民具展示館「毛羽取り器」 生活体験館「まゆの家」

　7月 31日（日）
  14:00-15:00

　（受付 13:30 ～）

　（受付 10:00 ～）

ナイフ形石器、細石刃　
北野遺跡／吉田英敏コレクション
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生活体験館

工芸室
8月   4 日（木）
8月 11日（木）
 13:30-15:30

 7 16 8 28土 日

forum & event ●会場 ●内容●日時

私たちの身の回りのあらゆる場面で存在する「箱」。箱は人類最大の発明で
あるという人もいます。今回の展覧会では、さまざまな素材やかたち、用
途や機能を持つ箱の世界を、収蔵資料を中心に紹介するほか、今を生きる
人々がふだんの暮らしの中で、いとおしく魅せられた箱、想い出の詰まっ
た箱なども展示します。展覧会を通して「作る」「使う」「楽しむ」「愛でる」
など、箱に込められた思いに触れ、分かち合うきっかけとなれば幸いです。
また、「ハコモノ」といわれる博物館。その内部で用いられている様々な箱
を紹介しながら、さらに情報集積やインターフェイスのハコという観点か
ら、これからのミュージアム像についても思いを馳せます。

　美濃加茂地方では明治末期から養蚕が盛んにおこなわれるように
なりました。暮らしの中で養蚕の道具たちがどのように使われ、ま
た姿を変えていったのか。人々と蚕の紡いできた歴史を紹介します。

病院

「みのかものうつりかわり」
                   A4判・P43・500円　

「バス停からの小さな旅図録」
                      　　　A4判・P36・300円　

みのかも文化の森が「広報み
のかも」2019年5月号から
2022年4月号まで掲載し、開
催した企画展の小冊子です。

「紀要 第21集」
           A4判・P111・500円　

昨年度のさまざまな調査
研究活動をまとめたもの
です。

「阿曽藍人 Inner Land 
　内なる大地へ」    
　　　　A5判・P22・200円

 刊行物の紹介
商品価格はすべて税込みです。

「おっとびっくり！
  あけてもハコ！」

定員：10 名

「ハコ展」で見つけたような美しい入れ子のハコを作りましょう。
定員：20 名

6月 25日 (土 )～ 7月 10日 (日 )  ＊応募者多数の場合は抽選

昔のおかって（台所）で大活躍したハコたち・・・・。当日はハコに詰
めて型を抜く “押し寿司” を調理し、かつての箱膳や重箱の使われ方等
を紹介します。

4 8 2823

  月     　日  土 9 10

※詳細は中面の「ふらっとみゅーじあむ」をご覧ください。

戦後を代表する日本の小説家・安部公房。その名作『箱男』から、独特
の世界観や今に通じる人の在り方を感じます。段ボールの覗き窓から見
つめた世界とは。  小説『箱男』を読む

お待たせしました‼
再販 開始しました。

早稲田大学の学生ミュージ
カル劇団「Seiren Musical 
Project」による演劇ワーク
ショップを開催します。

みのかも文化の森

詳細は、HP などでご案内します。

美濃加茂市の交通やくらしなどのう
つりかわりについてまとめた冊子で
す。小学3年生の社会科「市のうつ
りかわり」の学習に対応しています。

展覧会の情報や季節の催し物、森の風景など
さまざまな情報を投稿しています。ぜひご覧
ください。

会場

とき

フォロー
してね

ふらっとみゅーじあむ

参加無料定員：30 名
当日受付（先着順）

6月 25日 (土 )～ 7月 9日 (土 )  ＊応募者多数の場合は抽選

速報速報

四季を食べる講座
特別講座

「おかってのハコ」

おばあちゃんちのおかって
No.3　　 A5判・P31・ 100円  



2021 年  6月～9月

二
百
十
日

イベント

民具展示館  
～ 8/28 (日) 蚕とまゆ展 無料

無料

この地域は、古くより養蚕が盛んでした。養蚕農家の様子や
道具を展示し、失われつつある生業の記憶をたどります。

ー

収蔵品展
美術工芸展示室 無料美濃加茂市民ミュージアムの収蔵美術品を展示いたします。 ー

●定員●日時 ●名称 ●内容 ●会場 ●参加料

60名

7/16 (土)
14:00 -15:00 第219回 森の朗読会 市民による朗読です。

作品：「さびしい水音」　宇江佐真理/作　　 緑のホール

緑のホール

無料 60名

60名

蚊帳をつり、夏じたくをします。7 / 16 (土) ～ 8 /21 (日)蚊帳つり

鎌を竹に結びつけて、風を追います。8 / 27 (土) ～ 9 / 4 (日)二百十日

短冊に願いを書いて、七夕をかざります。6 /25 (土) ～ 7 / 7 (木)七夕かざりまゆの家

年 中 行 事

自由観覧
※イベントや講座について、今後の予定や定員が変更になる場合がありますので、文化の森ホームページでご確認いただくか、電話でお問い合わせください。
※施設を利用される方は、手指消毒、マスク着用をお願いします。

●名称 ●日時 ●申し込み方法

●申し込み方法

●会場

●会場

●参加料 ●定員

●定員

【 6/ 1（水）～ 6/30（木）】

●内容

4名生活体験館
（暑い場合は　
工芸室に変更）

200円
はたおり機で30㎝くらいの
布を織りましょう。
持ち物：水筒

はたおり （小学3年生
　　　 　以上）

川の中にはどんな生き物が
いるのだろう。川に入って、
川にいる生き物を採集、観
察をするよ。
持ち物：筆記用具、　　　　
　　          水筒、汗ふきタオル

15名
（小学1年生
以上から中学
生まで）

10名
（小学生以上）

500円

出土したホンモノの「まが
玉」をさわってみながら、
アクセサリーをつくります。
持ち物：筆記用具、
　　　　動きやすい服装

さわってつくろう！
古代のアクセサリー

工芸室

 

夏休みこども講座 m i n o k a m o  c i t y  m u s e u m

ふらっとみゅーじあむ

※応募者多数の場合は
　抽選になります。

8/20 (土)
14:00 -15:00 第220回 森の朗読会

市民による朗読です。
作品：「さがしています」　アーサー・ビーナード /作
　　   「おもちゃ買いのじいやん」　大川悦生/作

緑のホール 無料

【 6/ 25(土）～ 7/10（日）】

※応募者多数の場合は
　抽選になります。

夏を染める7/30 (土)
9:30 -12:00

藍の生葉で絹布を染めます。
　持ち物：エプロン 6/ 4 (土)～6/25 (土)

工芸室 1,200円 12名

ていねいな暮らし講座
●定員●日時 ●名称 ●内容 ●申し込み方法 ●会場 ●参加料

ー無料
 9/10 (土)
      11  (日)
9:00 -17:00

科学・社会科作品展
各小中学校から選ばれた夏休みの科学作品、社会科作品を展示
します。質の高い作品をご覧ください。
お問合せ：教育センター（℡0574-28-3255）

企画展示室
美術工芸展示室

ー無料
 9/10 (土)
      11  (日)
9:00 -17:00

2022みのかも
発明くふう展

子どもたちの新しい発想や未来の夢をかたちにした作品を一堂
に展示します。子どもたちの夏休みの成果をご覧ください。
お問合せ：商工観光課（℡0574-25-2111　内線 262)

展示ホール

 9/17 (土)
14:00 -15:00 第221回 森の朗読会 市民による朗読です。

作品：「坊主の壺」　宮部みゆき/作　
無料 60名緑のホール

生活体験館
「まゆの家」 7/ 21 （木） 

9:30-11:30

8/ 2 （火） 
13:30-15:30

7/ 31 (日) 
9：00-11：30

●名称 ●日時 ●材料費●内容

「ハコ展」で見つけたような美しい入れ子のハコ
を作りましょう。大きなハコの中に中くらいのハ
コ、その中に小さなハコ、その中にはもっと小
さなハコ。すっぽり一つになったハコの最後に
は何をいれますか？
持ち物 ： 材料費、作品を持ち帰る袋、
                 タオル、水筒（暑さ対策として）

紙のジャバラで、ダンスがお得意な森の動物を
作りましょう。紙をジャバラに折って、くねくねと
自由に動く手足や首、胴体を作ります。それぞ
れのパーツを組み立てて、わりばしに糸でぶら
下げれば、マリオネットのできあがり。
持ち物 ： 材料費、作品を持ち帰る袋、
　　　    タオル、水筒（暑さ対策として）

　

 

「森のダンス
　パーティー」

各回
100円

各回
20名

 
 三和連絡所 100円川にいる生き物を

観察しよう

「おっとびっくり！
あけてもハコ！」

工芸室

はがき、webメール、
来館 のいずれかの方法
でお申し込みください。
以下のことを必ずご記
入ください。
①氏名  ②年齢  （学年）
③住所  ④電話番号
⑤参加希望日 

昨年度の様子

（年長から         
  中学生まで）

収蔵品展

6/18 (土)
14:00 -15:00

市民による朗読です。
作品：「水晶の数珠」　東野圭吾/作  第218回 森の朗読会

6/24 (金)　   
～ 7/10 (日)

（両日とも同じ内容です）

（両日とも同じ内容です）

8/  4（木）
8/11（木）
13:30-15:30

8/18（木）
8/25（木）
13:30-15:30

状況に応じて対面上演
またはビデオ上映

状況に応じて対面上演
またはビデオ上映

状況に応じて対面上演
またはビデオ上映

状況に応じて対面上演
またはビデオ上映

-美濃加茂市ゆかりの
　　　　　作家たち-

A5サイズで一版多色の水性木版画を
制作します。(小学5年生以上対象）
持ち物：エプロン、タオル

1,000円

　　　　　　　　　

四季を食べる講座
●定員●日時 ●名称 ●内容 ●申し込み方法 ●会場 ●参加料

10名
生活体験館
「まゆの家」
（受付も）

500円 

少しの手間で、おいしい栗おこわが
できることを知って欲しいのです。
持ち物：エプロン、三角巾、マスク着用 【8/6(土)～8/20(土)】

9/17 (土)
10:30-13:00 栗おこわ

舩坂芳助ワークショップ
彫り進み版画 15名

　　　　　　　　　

アートな 1 日講座
●定員●日時 ●名称 ●内容 ●申し込み方法 ●会場 ●参加料

工芸室 【8/9(火)～8/21(日)】
9/18 (日)
13:00-16:00

■文化の森ホームページ講座専用申込フォーム
　　こちらのQRコードからもお申し込みできます。 →
■はがき
　　住所、氏名、電話番号、希望講座を記入。
　　夏休みこども講座・ふらっとみゅーじあむは学年も
　　お書き添えください。
■ご来館
※応募者多数の場合は抽選となります。抽選結果は郵送にてお知らせします。

講座にお申し込みいただいた個人情報は、以下の項目のみに使用します。
 1.  お申し込みに関する問合せ
 2.  講座開催に関する連絡
 3.  抽選結果の通知

事前申し込み
について

電話、  FAXによる受付
は行いません。右記の
いずれかの方法でお申
し込みください。


